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目に見えない病気の早期発見のために行います





ごくわずかの採血で色々な病気・異常の発見ができます。腎臓・肝臓・すい臓などの臓器の異常から、赤血球・白血球・などの血液の状態、甲状腺ホルモンなどのホルモン異常、貧血・多血症などの身体の異常まで、


幅広い健康情報を得ることができます。


年２回検査することで毎年の健康状態を把握できます。





健康診断は　１年中　時期を限らず実施できます。


　　　・混合ワクチン接種時　・お誕生日月などの記念日に


定期的に病気早期発見に役立てましょう。





　　　　＝心臓健診（心筋症）パック＝


心筋症とは無症状で進行して突然死や呼吸速迫、後肢不全麻痺の突然の症状が現れる病気です。全ネコちゃんの１５％のネコちゃんが心筋症を保有しているといわれ、年齢にかかわらず１歳の子猫から検査が必要です。　　　　　　








休診日・診察時間の変更は当院ＨＰを


ご覧ください。　タブチ動物病院　検索





川越市岸町1-14-28  049-244-8427





感染症検査パックと血液検査パックは、１回の採血で一緒に検査することも可能です。





病気の早期発見に年２回は


行いましょう!!





③の検査に心臓の機能がわかる血液検査（BNP）を追加











④総合検診パックに心臓検査を追加





３歳から８歳


定番のメニュー‼


全てのネコちゃんに











①簡易的血液検査　　　　





8歳以上の


ネコちゃんに





②血液検査＋尿検査　





③総合健康診断パック　　





１０歳以上の


ネコちゃんに





心臓健診パック（血液検査・エコー検査）


症状が出る末期になってから来院される事が多いため、発見が遅れが　　ちな心筋症の早期発見の検査パックです。特にアメリカンショートヘア


ペルシャ、メイン・クーン、スフィンクス、　　　　　　


ラグドール、ノルウェイジャン　は受診を勧めます。








②の検査に甲状腺ホルモン・炎症反応・糖尿病


を追加！


ネコちゃんの内分泌疾患で最も多い病気をチェック!!








尿検査は、蛋白・ブドウ糖など9項目


①の検査に総蛋白質・アルブミンなどを加え計１５項目





赤血球・白血球など４項目


GLU(糖尿病) GPT(肝臓疾患)など４項目








３歳まで


または初めて血液検査をするネコちゃんに














